図画工作科の授業シミュレーション by 高木, 厚子
図画工作科の授業シミュレーション
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大学の小学校教員養成カリキュラムの初期段階にある学生を対象として図画工作科の授業シミュレーショ
ンを実施したO実施の形態は、学生が教師役・児童役をロールプレイングする模擬授業であった。 学生は
美術系のコ-スに所属する者ではなかったo教師役は、5,6名のグループでティームティ-チング、児童
役は約40名で、ワークシートを教師役グループに配布して記述させた。 ワ-クシートの記述内容と実際
のシミュレーション場面の状況に基づいて、12の実践事例について報告した。 事例の傾向として、楽し
さの追求、グループ活動によるコミュニケーションの深化をはかろうとする活動計画、予想外の発想にも
とづく児童役の製作に出会う驚きの喜びの記述が目立った。
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授業実践力の向上を目的として、ある特定の授
業場面を模擬的に実現して行う教育訓練法として授
業シミュレーションが実施されている。 いわゆる模
擬授業と呼ばれるものも、この一種であり、実際の
授業場面を想定して、指導実演を行い、指導技術を
伝達しようとするもの、あるいは、学習者の反応を
予測しそれに応ずる対応方法を検討しようとするも
のなどがある。授業場面における活動を模擬的に行
い、指導者・学習者の役割を分担し、模擬的に予想
される言動や反応を演じることによって、実際の授
業実践の力量を高めようとする訓練方法である。
模擬授業は、指導者役と学習者役に分かれ、実際
の授業を想定して模擬的な授業活動を行うという点
で、マイクロティーチングl)に似ている。 しかし、
厳密にいえば、授業シミュレーションは、1)マイ
クロティーチング、2)模擬授業、3)ロールプレイ
ング、4)机上授業、5)コンピュータによる授業シ
ミュレーションに分けることができると言われ21、
授業シミュレーションの一つの形態が模擬授業だと
見ることができる。
こうした点からすれば、本研究は、大学における
教員養成教育の初期における、図画工作科の授業シ
ミュレーションについて、学生らが教師役と生徒役
をロールプレイングすることによって模擬授業を成
立させるあり方を検討するものとして位置づけるこ
とができる。指導実演によって、指導技術の伝達を
行おうとする模擬授業ではないQ
教員養成のための大学の授業で、図画工作科にお
けるロールプレイングによる模擬授業のあり方を検
討した例としては、大学の授業時間である90分を
1人の学生が担当し、準備10分模擬授業70分講評
10分という時間配分で実施しているという報告が
ある3)0授業の対象学年を指定し、教材には独自の
工夫をすること、指導案を作成し受講生全員に配布
するといった条件で実施されたものである。 模擬授
業の対象学年を示し、受講生がその対象年齢を演じ
ることを確認しておくこと、また、指導計画の2時
間目以降の場合は課題の進度を考えて教材を準備し
ておく必要があるとしている。
図画工作科では-題材にあてる時間配分が比較的
長くなる場合が多いため、現実的には-題材の指導
計画の途中の時間を取り上げて模擬授業することは
難しい。前述の報告では、大学での模擬授業例が報
告されているが、その1回分は小学校の授業時間で
ある45分授業2コマとして想定されている0 実際
には大学の授業時間である90分を1人の学生が担
当し、準備10分模擬授業70分講評10分という時
間配分で実施するのが理想的だとしているのだが、
小学校の授業時間2コマ90分であるところを70
分に割り当てる時間の対応関係についての取り扱い
に関しては詳しく論じられていない。
また実践例として報告されているのは、「～を作
ろう」という形式の実践例であり、その意味では、
題材発想の観点からすると、作品完成指向であり、
美術教育について一般の人が考えがちな「常識的教
科性」4)にもとづく発想の範噂に入れられるもので
あると考えられる。 さらに、1人の学生が1回の模
擬授業の教師役を担当するのでは、受講生全体が教
師役を担当することができない。 こうした問題点へ
の着日が必要といえよう。 本研究では、筆者が実施
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した教員養成教育における学部2年生を対象とし
た図画工作科の授業シミュレーションついて報告す
る。
1.授業シミュレーションの概要
兵庫教育大学の教員養成課程で学んでいる2年生
2クラス各50名程度を対象として図画工作科の授
業シミュレーションを含む授業を実施した。 期間は、
2005年4月から7月である。
授業シミュレーションに先立って、図画工作科の
学習指導要領、学習指導案に関する資料を配布して
概説すると共に、1社の教科書の小学校低学年から
高学年までの6冊のカラー見開きを、筆者がWeb
ページ化したものを授業時内に限り、コンピュータ
教室内で学内専用のサーバから全員に閲覧させた。
その後、授業シミュレーションを実施することを知
らせ、教師役をするグループを決定した。 自由に5、
6名で1グループとなるよう指示した。
授業シミュレーションにあたっては、ワークシー
トを各グループに1枚ずつ配付し、全項目について
記述したものを提出するよう求めた。 このフォーマ
ットは学習指導案とは異なるものである。 授業受講
者はカリキュラム上、大学3年時に附属小学校で1
ケ月間の教育実習を行い、その際に学習指導案を書
くことになっている. 本研究の授業シミュレーショ
ン用ワークシートでは、学習指導案作成の前段階の
学習となるような性質の部分をフォーマットの中に
含んでいる。
学習指導案では、実際の授業はどうであったのか
について記述することはない。 すなわち、プレ授業
用のものであるoこれに対し本研究で用いたワーク
シートは、プレ授業、ポスト授業の両者を含むフォ
ーマットであるoプレ授業の部分は、ワークシート
では学習指導案よりも簡易な記述が可能な小さな書
き込み欄としている。
また、以下にあげるワークシ
ートの項目における「授業の流れ」では、記入者に
よっては、誤って、プレ授業の計画ではなく、授業
シミュレーション後に、実際の授業シミュレーショ
ンの展開を記述したものが含まれていた。
こうした
点から見ても、ワークシートへの記述が学習指導案
の作成とは大きく異なることが理解されよう。
ワークシートには、「題材名」、「実施日」、「想定
する対象学年」、「教師役名」を記載する欄、授業シ
ミュレーション前の枠、授業シミュレーション後の
枠がある。授業シミュレーション由の枠には、「ね
らい」、「準備」、「授業のながれ」、「考えたこと」の
記述欄を、また授業シミュレーション後の枠には、
「見つけたこと」「感じたこと」の記述欄がある。 「授
業の流れ」では、縦に2つのカラムを設け、児童役
と教師役の活動を記述できるようになっている。 次
章では、図画工作科の授業シミュレーションの実際
について事例を報告する。
2.授業シミュレーション事例
題材名の設定5)については、あらかじめ、その重
要性について概説しておいたため、「を作ろう」「を
描こう」が題材名に含まれている事例はなかった。
12種類の授業シミュレーションの事例について、
ワークシートへの記述例を報告していくことにした
い。基本的には学生が記述した語句に基づきながら
も、若干の変更を加え表現を整えた。 また、ワーク
シートに設けた2つのカラムの記入については、児
童役の活動と教師役の活動をそれぞれ両者が関連す
るよう記入していくことを口頭で説明しておいたに
もかかわらず、左カラムから右カラムへと、教師役
の指示の過程のみを順にあげていく記入や、左カラ
ムに教師役の指示手順を書き込み、右カラムには各
プロセスに対応した注意点をあげている事例があっ
た。
それらの記述は、学生たちによる図画工作科の
授業像として、教師役が指示を与え、順に手順にそ
って作品を作らせるという先入観が根強くあること
を示すものといえよう。
「ねらい」を明確に記述することができていない
事例も多く、未熟な点はあるが、自分たちが興味を
もっていて楽しく取り組めそうなものを実施しよう
としている傾向が見られた。 そのことが、児童役の
学生の楽しさや意欲の喚起を生む結果につながって
いたと考えられる。 1学期の全授業終了後、無記名
で本授業について自由な記述を求めたところ、「今
学期の授業の中で一番楽しみな授業だった。」とい
う記述や「次週埠どんなことをするのかなと、いつ
も楽しみにしていた。」といった記述が見られた。
なお、授業シミュレーションに使用する素材や道
具の準備は教師役のグループが、実施の1週間前に、
児童役の学生に連絡して持参させるか、自分たちで
すべて用意することとした。 そのことによって、準
備品についての配慮の重要性に体験的に気づくこと
を期待した。 14個の事例について報告していくこ
とにしたい。
2.1「宇宙ってどんなの?」(2年生対象を想定)
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「ねらい」表現力、想像力を豊かにする。 折り紙を
手でちぎることによって、はさみではできない切り
口ができ、児童役が多様な表現が可能であることに
気づく。細かい作業をすることで集中力を高め、手
先を器用にする。 グループで協力し、お互いの意見
を尊重し合う。
「準備」スケッチブック(画用紙)、折り紙、のり、
色鉛筆
「授業のながれ」グループ分けをする。 1.導入(教
師役)「みんなは宇宙ってどんなところだと思う?」
から始め、宇宙について教師役が板書しながら児童
役の発言を元にして発想を拾っていく。 何色なのか、
何があるのかなど。 全体で発言を求めてから、いっ
たんグループ内で話し合いをさせ、もう一度、グル
ープごとに1人ずつ発言させる。 (児童役)2年生
の気持ちを想像し、手を挙げて、それぞれ発言して
いく。近くの児童役たちと話をしたり、グループで
話し合いをしたりする。 2.展開(教師役)スケッチ
ブックから画用紙を1枚切り取らせる、折り紙をち
ぎったり折ったり、色鉛筆を使用して宇宙を作るこ
とを説明する。 グループの各人が1枚の画用紙に表
現したものを最後に全員でまとめてつなぐことを知
らせる。(児童役)折り紙を使い、画用紙に貼った
り色鉛筆で描いたりして、宇宙を表現する作業を行
う。3.総括(教師役)それぞれのグループで作った
「宇宙」について発言を求める。 (児童役)グループ
ごとに順に発表し、他のグループは静かに聞く。 (児
童役・教師役)質問があればする。
「授業前に考えたこと」折り紙をはさみで切るの
ではなく、手でちぎることで、その紙の質感などの
理解を促そうとした。 「宇宙」という2年生にとっ
ては漠然とした題材名にすることで、一人一人違っ
た多様な発想を引き出すことができると考えた。 ま
た、それをグループで話し合ってまとめながら共に
表現していくことで、協調性を育むことができると
考えた。
「授業後一に見つけたこと」教師役は当初、平面で
表現すると思っていたが、紙を立体的にして製作し
ているグループがあった。 また、紙をくしゃくしゃ
にして使うなど、ちぎるだけではなく、教師役が予
想していなかったいろいろな方法で紙を使用してい
た。グループ内で一人一人個別に作っていても、グ
ループごとにまとめて表現することを知らせてあっ
たので、協力して作ることができていた。 「地球」
はどのグループにもあった。 導入時に板書した事項
を使って発想を広げている様子が見られた。
「授業後に感じたこと」同じ宇宙をテーマとして
いても、全てのグループが全く違う表現をしていて、
考え方の違いや、想像力の豊かさが感じられた。 テ
ーマを「宇宙」と決めていたので、ありきたりなも
のができるのではないかと心配していたが、グルー
プでコンセプトを決めて協力しており、それぞれユ
ニークでおもしろいものを製作していた。
話し合っ
たことを分担して作業していたので、協調性が養わ
れていると思った。 まだ解明されていない「宇宙」
を想像し、作るという題材の発想が予想以上に成功
したと思った。
2.2「新聞紙でファッションショー」(1,2学年対
象を想定)
「ねらい」身近な新聞紙を使って、自分で服を作
る楽しさを味わう。
「準備」新聞紙・ハサミ・セロテープ
「授業のながれ」グループ分けをする1. (教師
役)導入題材名を板書する。 「普段は、買った服、
お母さんやお父さんに選んでもらった服を着ている
と思うけれど、今日は自分達で服を作ってみよう」。
2.(教師役)「どんな服を着てみたいかな。 絵にし
てみよう。」3.(教師役)「絵を元にして服を作って
みよう。」4.(教師役)「ファッションショーをしよ
う。グループで一番人気のあった服は誰のかな? 順
に前に出てきて。」
「授業前に考えたこと」教師役グループでの打ち
合わせが不足していたので、授業を成立させること
ができるのか不安だった。 材料の新聞紙の用意が大
変だった。道具の忘れ物に配慮しなければならず、
図画工作科では、材料や道具の準備が重要であるこ
とを理解した。
「授業後に見つけたこと」女子はウェディングド
レスが好きなのか-と思った。 7グループのうち、
2グループはウェディングドレスだった。 大学生だ
からそうなったのかもしれない。 実際の2年生では、
どんなものが多く作られるのだろうか。 最初はどう
なることかと思っていたが、それぞれのグループで
服をしっかり作る工夫をしていたり、アクセサリー
を重点的に作ってアニメーションのキャラクターに
する服があったり、和月削こしたりと、とても個性的
であった。実際の児童であったらもっと驚かされる
ようなことをしそうだ。
「授業後に感じたこと」今回は教師役がサン
プルを見せなくても作ることができていた。 し
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かし、実際に児童にこの授業をする時には、先
生が作り方のヒントとなるポイントをふまえた
活動をあらかじめ組み込んでおいて、それから
製作に入る必要があるのではないかと感じた。
2.3「みつけた、みつけた」(1.2年生対象を想定)
「ねらい」葉・枝・花びら・草など、素朴な自然
材を生かしながら、グループで集めたり、貼ったり
切ったりする活動を楽しむ0日分で自然材を集めた
り、それらのよさや特徴を味わったりする。 自然材
の特徴を元にした考えや感覚を大切にし、協力して
グループ活動をする。
「準備」スケッチブック(画用紙)、接着剤、はさみ。
事前に自然材を拾う場所を下見して、どの範囲まで
にするのか、危険な場所がないか、どんなものが集
められるのかを調べておく。 事前に葉や枝や花びら
を集めておく。 道具を忘れた児童役のために予備を
揃えておく。
「授業のながれ」グループ分けをする。 1.「導入」
(10分)題材名「みつけた、みつけた」を示し、「さあ、
今日は外に出て探しものをします。 何を見つけるの
でしょう?」と問いかける。 (児童役)思いを巡ら
す。(教師役)事前に集めておいた薬・枝・花びら・
草などの自然物を例として見せ、お気に入りの見つ
けたものを集めてくるよう指示する。 自然材を集め
る場所の範囲を指定する。 2.グループ活動「収集」
(25分)(児童役)自然材を指定範囲内で収集させ
るO(教師役)危険がないか常に気を配りつつ、児
童役のそばへ行き、言葉かけをする。 時間を見計ら
って、教室に戻るよう指示する。 3.グループ活動「製
作」(30分)(教師役)見つけてきたものを組み合
わせてグループで画用紙の上に並べてどんどん貼っ
ていくよう指示する。 机間巡視をして、質問があれ
ば随時答える。忘れ物をした人や、児童役が持って
いない道具を使いたい人は、教師役が準備した物を
借りても良いことを伝えるo時計の長い針がここま
できたら終わりだよと知らせる。 4.発表(25分)
(7グループ各3分程度)それぞれのグループで完
成した作品を、前に出て他の人に見せ、どんなこと
をしたか発表させる。 作品の中で、どんな所が楽し
いか、またどんな所を工夫したか説明させる。 他の
グループの児童役は質問をしたり、いいなと思った
ところについて発言したりする。
「授業前に考えたこと」外に出て行う授業なので、
周りに危険な場所はないか行動範囲をどこまでにす
るのかを事前に調べておいた。 実際の低学年の児童
を目の前にした時の説明の仕方・対応や授業展開の
仕方について予想してみた。 自由な気持ちで作品を
作れるようにするために必要な準備物は何か。 授業
を行うねらい、テーマ、何を目標とするのか。 児童
の創造力を堯えるようにするには、どのようにすれ
ばいいか。時間配分をどうするのか。
「授業後に見つけたこと」並べてどんどん貼って
いくよう指示しただけであったにもかかわらず、児
童役の人たちが思いがけないことをした。 (例:花
汁で太陽を描いていて、絵の具を使っているようだ
った。葉でワニやうさぎを創ったり、枝でキリンを
型取ったり、綿毛で羊を作ったりしていた。 風が吹
いている様子を草や花を斜めにして表していた。 )
教室の外でも中でも協力してグループ活動ができて
いたこと。自然材を収集する範囲や製作の制限時間
を守っていたこと。 楽しんで活動していたこと。 児
童役たちが授業に関係のない話を始めると収拾をつ
けるのが難しいこと。
「授業後に感じたこと」90分間立ち続けるの
は辛いことがわかった0 児童役たちの意見や発言
に対する応対は未熟であったと思うが、予想して
いたよりも児童役の人たちが授業に積極的に参加
してくれたこと0 時間配分の難しさ。 授業展開
の難しさ。天気によって授業の内容を変更する
ことが必要なこと。 実際の児童の場合、自然材を
収集する範囲や制限時間を守らせることは難しそ
うであること3,4回、教師役グループで授業構
成について十分事前に打ち合わせをしたつもりで
あった。しかし、いざ授業をしてみると、児童役
が次々に予想外の活動をするので、その都度、ど
のように対応したら良いか臨機応変に考える必要
があり、とまどうことがあった。 児童の活動の予
測をいろいろとしておくことが重要だと感じた。
2.4「森の水族館」(3,4年生対象を想定)
「ねらい」自然物を使って表現したり、創造した
りする力を育てる。
「準備」折り紙、はさみ、セロハンテープ、水色
の画用紙
「授業のながれ」1. ファーストステップ(教師役)
黒板一面に水色の画用紙を貼っておく。 海の中に何
がいるかなと児童役に言葉を投げかける2. (教師
役)折り紙を切って、魚などを作り、黒板の水色の
画用紙に貼って見せる3. (児童役)作ったものを
黒板の水色の画用紙の上に貼っていく。 4,セカン
ドステップ(教師役)外に出て行って自然にあるも
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のを集めて来て、泳いでい草ものを作り、黒板に貼
るよう伝える。 5.(教師役)森の水族館になりまし
たねと伝える。貼ってあるものが何なのかを児童役
に当てさせる。
「授業前に考えたこと」どうやったら興味をもつ
か考え、その結果、作ったものを他の児童役が何
だろうと思うようなものを魚に限らず次々に広い水
色の紙の上に貼付けて、発表させることにした。 折
り紙で作るときと、自然にあるもので作るときの違
いや扱いの違いを理解できるような授業の流れを考
え、題材名を森の水族館とした。 他の児童役の表現
を見て、同じものを作っても、様々なものができる
ことや、材料からの発想で思いがけないものができ
てくることに気づかせたいと考えた。
「授業後に見つけたこと」全員がそれぞれ楽しそ
うに作ってくれた。 立体的に作るといった工夫も見
られた。もう少し、貼る場所を増やしても良かった
と思うほど、たくさんのものが泳ぐ森の水族館にな
った。
「授業後に感じたこと」十人十色に、違った物が
出来て、同じタコでも多様なものが見られ、良かっ
たと思う。想像上の謎の生物もあったりして、もっ
と時間があればさらに良いものができたように思わ
れるほど、児童役が熱中して作っていた。 実際の小
学校の授業ではさらに時間をかけると児童なりの発
想にもとづく思いがけないものが泳いでいる森の水
族館になると思う。
2.5「空想ワールド」(4年生対象を想定)
「ねらい」物語の続きを自分で考え、想像し、そ
れを絵に表すことを楽しむ。 必要な絵の要素を画面
のどこに描くのか、どうすれば表したことが伝わり
やすいのかなど、絵の構想を自分なりに考える。
「準備」画用紙、色鉛筆、クレヨン、色紙。 必要
に応じて、はさみ、のり
「授業のながれ」(教師役)1. 黒板に今日のテー
マ「空想ワールド」を板書する。 2.物語について
の絵を描くことを説明する。 3.「100万回生きた
ねこ」を途中まで読む。 (ゆっくりとわかりやすく
読むo教師役グループで順に分担して読む)4. 感
想を5,6人に発表してもらう。 (「ねこがこれまで
不幸なことばかりなので次は、幸せなねこに生ま
れ変わると良いと最後に示唆する。」)5. この主人
公のねこは、次にどんな風に生まれ変わるのか、自
由に考え、文章にさせるO(文章にすることで、構
図を考え、絵に実際に表すときに作業が進みやす
くなると考えた)6. 構図について説明。 (2つの
例を板書で示す。 紙の右下に小さくねこを描いたも
のと、紙いっぱいにねこが描かれたもの。 児童役に
どちらの方が良いと思うか尋ねる)7. 絵を描き始
めさせる。8.タイトルを絵の下につける。 (タイト
ルの紙は、用意したものを配る。 )10.ストーリー
を絵の裏に書かせる。 9,完成した絵を教室のあち
らこちらに貼らせる。 (上の-か所だけをテープで
貼る)10.教室のあちらこちらを見て回るよう指示
する。絵の裏を見るとストーリーを読むことができ
る。ll.気になる絵について思ったことを発表させ
る12.発表によく出てきた児童役に、絵について
説明させる。
「授業前に考えたこと」空想をする題材をとりあ
げたかった。想像しやすいように、本を読み、続き
を空想させることにした。 ゆっくり、はっきりと読
むことを心がけた。 自由に発想できるようにするに
はどうすればよいかと考え、まず文章にすることで
絵に表しやすくなるのではないかと立案した。 スト
ーリー作りをする授業ではなく、自分の想像を「桧
に表す」ということがより簡単にできるよう、授業
を進めようと思った。 教室のあちらこちらに絵を貼
ることで、児童役が気になるものを動き回って見る
ことができるよう工夫した。
「授業後に見つけたこと」絵の裏に文章の上下を
考えずに書いて貼ったため、めくったら文字が逆さ
まになっていた。 興味をもった絵を見た人はこんな
絵だろうと思っても、実際に文を読んでみると違っ
ていて、こういう考え方もあるのかという発見があ
ったようである。 単に絵を見るより楽しい活動にな
ったように思う。 人は授業者が思いつかない発想を
するということを実感した。
「授業後に感じたこと」自分がめざす授業をするに
は、分かりやすい言葉で的確に伝えなければならな
いことを感じた。 ねこの絵を中心に大きく描かせよ
うとしたのだが、この指導は良くなかった。 人なり
にいろいろな考え方があり伝え方もさまざまで良い
と思う。予想外のことをする人がいて、良い面での
驚きがあった。
2.6「思い出すごろく」(4年生対象を想定)
「ねらい」グループ全員の仲間と深いつながりを
つくる。個人の人生にまつわることを表現すること
を通して、友人と0)対話を深いものとする。
「準備」画用紙、折り紙、はさみ、カラーペン、のり、
セロテープ、心のアルバム
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「授業のながれ」グループ分けをする1. (教師
役)「思い出をふりかえろう」と板書。 児童役に発
問し、児童役からの発言を板書しながら進めてい
く。「みなさんは今何歳ですか?」「みなさんが今ま
で10年間生きてきた中でいろんなことがあったと
思います。「楽しかったことや辛かったことを思い
出してみてください。」「まず何かうれしかったこと
はありますか?」「腹が立ったことはありますか?」
「悲しかったことはありますか?」「楽しかったこと
はありますか?」「みなさんいろいろなことを思い
出せたと思います。」2. (教師役)「みなざんすどろ
くを知っていますか? すごろくにはたくさんマスが
あると思いますが、そのマス目には、どんなことが
書いてあるでしょうoJ「"一つ進む"や"一回休み"
が書いてあったりしますよね-」「今日の授業では、
さっき思い出したたくさんの思い出をマス目に取り
入れながら、オリジナルのすごろくを作ってみまし
ょう3. (教師役)「みなさん、今日の持ち物、折
り紙、はさみ、カラーペン、のり、セロテープ、心
のアルバムは持ってきましたか? 何か忘れ物がある
人は、後で前にとりにきてください。」「今から、先
生が画用紙を1枚配ります。 この画用紙を自由に使
って、すどろく板や、コマや、サイコロなど、全部
のすどろくセットを作ってください。 折り紙やカラ
ーペンもどんどん使ってください。」「作る時には、
思い出したことを、他の人と伝え合ってお友達のこ
とを、知ってみましょう」「作り終わったグループ
はすごろくで遊びましょう。 その後、他のグループ
のすどろくと交換して遊んでみます。」「では、前に、
画用紙と使う道具を取りに来て下さい。」
4.(教師役)「作ることができたグループは遊びま
しょう。」「ではみんな作るのをやめて発表をしまし
ょう。発表することは、黒板に書いてあります。」(板
書事項)題名、工夫したところ、遊んでみてどうだ
ったか。お気に入りのマス目5. (児童役)発表。
6.(教師役)「他のグループのすどろくをして、良
いところを見つけてみましょう。」
「授業前に考えたこと」すごろく作りが楽しくな
りそうだと思ったが、単にすごろくを作るといって
も、どのようなすどろくを作らせるか、児童役たち
の個性をどのように引き出すか悩んだ。 余裕をもっ
た時間の割り振り、児童役たちへの言葉がけなどを
考え、どういうふうにすれば、児童役たちが意欲を
もって授業にとりくめるか工夫した。
「授業後に見つけたこと」児童役の人が意欲、や
る気をもってがんばって取り組んでくれる姿を見る
と、教師役も授業を進める意欲が増すことを実感し
た。
「授業後に感じたこと」児童役たちの状況を見
て、次に何をするか臨機応変に決めていくことは
なかなか難しいことだと感じた。 人生のすごろく
をつくることで、グループのメンバー間でのコミ
ュニケーションが促進されることを期待し、目的
の一つにしていたのだが、グループによっては、そ
れがなかなか難しく、できていなかった。
グルー
プ編成のあり方について考えるきっかけとなった.
2.7「かご⇒お弁当」(3年生対象を想定)
「ねらい」自分なりに作る楽しさとともに、他の
人の活動をまねて取り入れながら作る楽しさを味わ
う。
「準備」毛糸、紙粘土、画用紙、セロテープ、色紙、
ダンボ-ル
「授業のながれ」グループ分けをするl. (教師役)
かごをつくろうと板書。 かごを紙で編む方法につい
て説明する2. (児童役)作成。(教師役)机間巡視。
3.(教師役)できてしまった児童には、他に工夫し
て作るよう指示する4. (教師役)「お弁当をつくろ
う!」と板書。お弁当をかごに入れようと説明する。
(児童役)作る5. (児童役)グループごとに発表
「授業前に考えたこと」他の教師役グループと題
材が重ならないよう配慮した。 ただの紙編みのかど
だと皆同じようなものになるのではと考え、中に自
分の好きなお弁当を作らせることによって、オリジ
ナリティが出るようにと計画した。
「授業後に見つけたこと」かどを編む方法を説明
したので、かごは似たような形になってしまうだろ
うと思っていたが、いろいろなかご作りができてい
た。予想以上にさまざまなかごになっていた。 また、
人によって作業スピードの違いがあるのでその調整
が難しかった。
「授業後に感じたこと」かご作りで、熊の形にす
るといった、思いもつかないような形にしているの
を見て驚いた。色の使い方や画用紙の切り方や貼り
方をさまざまに工夫している人が多かったので、見
ていて楽しかった。 弁当の異にも様々な工夫が見ら
れた。モンゴルには、お弁当という習慣がないらし
く、作るのに困っている人がいた。 習慣の違いを知
ってカルチャーショックだった。
2.8「転がれ、玉。」(4学年対象を想定)
「ねらい」。材料などから豊かな発想をし、手や体
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全体を十分に働かせ、表し方を工夫する。 完成後、
友達と交換して遊ぶことによ-り、交流を深める。
「準備」箱、ボンド、のり、はさみ、ダンボ-ル、
色画用紙、色ペン
「授業のながれ」1. (教師役)題材名を板書し、
児童の興味をひきつける2. (教師役)迷路の作り
方を説明する。 (紙粘土、画用紙、ダンボ-ルなど
を使って作った例を見せる。 色ペンなどを使って着
色したり描いたりできることを知らせる。 )迷路用
の箱をもって来ていない人には教師役側で用意して
おいたダンボ-ルで箱を作らせる。 3.(教師役)児
童役が作っている様子を観察しながら遅れている児
童役を支援する4. (児童役)児童役どうLで完成
した迷路を交換し、交流を深める5. (教師役)数
点の完成したものをとり上げて全員に紹介する。 6.
(教師役)表現過程を含め、多面的に評価する。
「授業前に考えたこと」児童役が忘れ物をしてく
る恐れがあるので予備を用意しておく。 はさみなど
を使うので安全に配慮する。 作業の遅れている子へ
の支援について考慮する。
「授業後に見つけたこと」予想外に良かったこと
がいろいろあった。 紙粘土に色をつけて鮮やかにす
ることができる。 平面だけでなく、坂道などを使っ
て、立体的に迷路を作ることができる。 箱をうまく
飾ることによって、迷路以外の楽しみ方もできる。
箱の底に色をぬって川などにすることができる。 た
だ迷路を作るだけでなく、玉を顔にしたり、ストー
リμを持たせたりしてつくることができる。
「授業後に感じたこと」迷路といっても、人それ
ぞれ、さまざまな考えを持っており、いろし. 、ろな種
類の作品を見ることができた。 自分が考えていた以
上に、おもしろい発想があるのを見ることができて
良かった。作っている間の教師と児童のコミュニケ
ーションも大切だなと感じた0 楽しかった。
2.9「星に願いを-・☆」(4年生対象を想定)
「ねらい」自分の未来、将来の夢、願いを短冊に
たくし、自分の希望を意識化させるとともに、日本
の古くからの文化である七夕を理解し、伝統的なか
ざりや個性あふれる飾りを作り、情緒・知識・技術
を育てる。
「準備」折り紙、色画用紙、ペン、模造紙、のり、
はさみ、クレヨン
「授業のながれ」グループ分けをする1. (教師役)
子どもたち自身に来週、七夕の日があることを気づ
かせるよう発間をする。 (児童役)来週が七夕であ
ることに気づく2. (児童役)七夕について知って
いることを発表する3. (教師役)七夕の説明をす
る。(児童役)七夕の説明を受け理解を深める4. (教
師役)例として完成したものを見せる。 伝統的なか
ざりの作り方を教える。 自分の願いにちなんだ飾り
を作ることを提案する。 (児童役)かざりや短冊を
グループごとに作る5. (教師役)机間巡視をし、
児童の活動を支援する6. (教師役)模造紙に竹を
描き、かざり、短冊を貼るよう指示する7. (教師役)
グループごとに発表。 工夫したところやがんばった
ところを発表するよう促す。 (児童役)他のグルー
プの作品を見る。 気づいたことや良い点について発
言する。
「授業前に考えたこと」児童役の立場になってみ
たとき、「楽しくない授業だな。」と思うような授業
にはしたくなかったので、企画しているときは、常
に、自分を児童の立場において考えてみた0 児童全
員が「楽しい」と感じ、興味を持ち、意欲的に取り
組めるような授業作りをしたいと考えた。
「授業後に見つけたこと」時間が余ってしまうか
もしれないと不安だったが、児童役の人たちが次々
に楽しそうに作ってくれたので、時間が余るという
ことはなかった。 予想していたよりも、いろいろな
形を作ってくれて良かった。
「授業後に感じたこと」授業の始まりに、すぐ、
七夕という言葉を出し、その流れで最後まで進めて
しまったが、例えば、「木に飾りをつけるもの」と
いう共通の行事を発表させ、それぞれについて話し
た上で、七夕、という流れを作ることができれば良
か`ったと感じた。
2.10「サファリパークへLet'sgo」(3,4年生対象
を想定)
「ねらい」グループ学習にすることで道具の貸し
借りのコミュニケーション活動を育む。 立体(粘土)
に描くことで、日常的な対象の形を、見慣れた観点
からの捉え方以外にもいろいろな観点から捉えるこ
とができることを知る。
「準備」(教師役)紙粘土、画用紙、絵の具、サイ
ンペン、廃材(児童役)廃材、絵の具、のり、は
さみ「授業のながれ」グループ分けをする。
絵の具の
準備をするよう指示する。 1.(教師役)題材名を板
書する。(児童役)注目する2. (教師役)動物の
名前を問い、いろいろ発言させ、板書していく。 い
わゆるサファリパークにはいないと思われる動物も
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受け入れる。(児童役)いろいろな動物がいること
を確認する。 象、ライオン、うさぎ・いぬ・ペン
ギンなど。3. (教師役)描くことを促す。 (児童役)
予想:決まった角度から描く人が多い。 横から一象・
きりん、前から-ペンギン・うさぎ。 (教師役)他
の観点から見て描くよう指示をする4. (教師役)
今回は紙粘土に描くことを話し、授業役があらかじ
め分けて用意しておいた粘土の塊から好きな形の塊
を選ばせる。(児童役)予想:ざわめく5. (教師役)
何の動物を作るか決めた人から作らせる。 空いてい
る机を並べ換え、サファリパークとする範囲を準備
しておく。(児童役)グループで何に見えるか語り
合う。(教師役)地面に触れるところは塗らないよ
うに指示する6. (教師役)教室を巡回し、できた
らサファリパークに持っていくよう指示を与え、画
用紙に名前を書いて自分の動物と揃えるよう指示す
る7. (教師役)できた人には廃材で作るよう指示
する。(児童役)廃材がない者や少ない者は中庭に
行って探す8. (教師役・児童役)作成したサファ
リパークを鑑賞する。
「授業前に考えたこと」授業前になるべく早く児
童役が粘土に塗る段階から始められるようおおよそ
の形にした塊を作って用意しておいた0 廃材など、
もう使いものにならないようなものも、色をつけた
り、飾りつけをしたりすることによって、全く別な
ものに生まれ変わることに気づかせようとした。
「授業後に見つけたこと」絵の具を使う時には絵
を描く場合に限らず、新聞紙のような汚れ防止をす
るものが必要だということ。 指示を与えておいたの
に廃材や絵の具を持って来ていない人が予想以上に
多く、苦労したこと。 「廃材を使おう」という前に、
紙粘土と廃材を組み合わせて作っている人がいて驚
いた。授業に集中できていない児童役の存在。 児童
役の活動を予想して教師役側の準備には十分時間を
さいておくのが必要なこと。 十分準備したつもりで
あったが、実際に児童役を前にして教師役をしてみ
ると、まだ準備が不十分であった。
「授業後に感じたこと」机間巡視は児童役の邪魔
になると思い、あまりしなかったのだが、した方が
良かったように思った。 授業展開はとても難しいと
思った。教師役は様々なことに目を向け、うまくつ
なげながら発展させなければ授業が続かない。 ただ
見て回るだけでなく、おもしろい作品を取り上げた
り、アドバイスを与えたりして、もっと児童役の発
想を広げられるようにできれば良かった。 授業に集
中できていない児童役に興味を持たせて授業に集中
できるようにするのはなかなか難しい。
2.11「飛び出せ!メッセージ! !」(3年生対象
を想定)
「ねらい」飛び出るカードの構造を知り、オリジ
ナルの三次元カードを作る楽しみを味わう。 さら
に、作ったカードを交換することにより、仲間の輪
を広げる。
「準備」画用紙、色画用紙、色鉛筆、クレヨン、色紙、
はさみ、のり
「授業の流れ」1,(教師役)出来上がった見本を
見せる。飛び出すカードの構造を問う。 2.(児重役)
画用紙にハサミを入れて実際に段を作ってみる。
3.(教師役)児童役が作ったものの切り方を黒板で
紹介する。他の例も実演する。 (黒板で示す)4. (児
童役)実際に作ってみる5. (教師役)机間巡視し、
新しい切り方を見つけたら紹介する。 段だけ作った
カードに飾りつけをして見せる。 6.(児童役)飾り
つけをする。7.(教師役)机間巡視しながら新しい
発想のものを紹介する8. (児童役)完成。 自分の
紹介とメッセージを書く。 机の上に並べてお互いの
作品を見合って場合によっては交換する。
「授業前に考えたこと」学年初めに行う授業を想
定して、仲間の輪を広げるきっかけになるようにと
考えた。上手・下手にこだわらず、飛び出す仕組み
を楽しめるようにと、この題材にした。
「授業後に見つけたこと」人によって作業の早い
遅いがあるので、遅い人に合わせると一早い人のする
ことがなくなり、別のことをしたりするので、どこ
に合わせるか、というのが難しいことがわかった。
人型に飛び出させるなど新発想のものが多く見られ
た。児童役をしていても実際には大学生なので仕方
のないことかもしれないけれど、出来上がりの良し
慈しに強くこだわる人があった。
「授業後に感じたこと」教室の前方に立って、授
業をしていると、思ったよりも教師役の側から
働きかけていくことが少なく、児童役が熱中し
ているときに、どう関わっていったらいいのか
戸惑った。時間配分などが難しく、飾りつけに
意外と時間がかかり、作業を切り換えさせるこ
とがうまくできなかった。 ちょっとした言葉がけ
で発想を広げることができるということが実感で
きた。仲間の輪を広げるという点については、児
童役の人たちが作り上げたカードに互いに関心
をもって楽しんでいたのでうまくいったと思う。
-22-
2.12「世界にひとつだけのカレンダー」(5,6年生
対象を想定)
「ねらい」さまざまな季節の特徴を思い浮かべて
表現することで発想を拡げる。 教師役の提出した制
限事項をふまえた上で、それにとらわれず、自分の
感覚・心情を表現する。
「準備」(児童役)スケッチブックの画用紙1枚、
はさみ、のり(教師役)画用紙・のり・はさみ・着
色用具[絵の具、クレヨン、色鉛筆、色紙]
「授業のながれ」1. (教師役)スケッチブックの
画用紙を1枚切り取ってはさみで瑞を切って見せ
る0(児童役)スケッチブックから画用紙を破りと
ってはさみでスケッチブックの画用紙の端の切れ目
を切り取る2. (教師役)画用紙を三角柱に折る折
り方を板書して図示する3. (教師役)授業実施日
の次の月以降で自分の好きな月を連続して3つ選ば
せる。(たとえば自分の誕生日の月でも良い)4. (教
師役)完成図のモデルを児童役が想像しやすいよう
に図示する(板書)。 5.(教師役)目付・曜日をペ
ン等で記入させる。 絵が描けるように余白をもうけ
ておくよう注意しておく。 6.(教師役)その月の季
節や行事などへと発想を拡げ、自由に着色しながら
描く7. (教師役)独創的な工夫をしている児童役
の作品をみんなに紹介する。 (児童役)他の児童の
作品を見て、良いと思ったところを取り入れる。 8.
(教師役)全員描き終わった頃に画用紙ののりしろ
の部分をのりで貼る。 (児童役)完成したカレンダ
ーを見せ合う。9.(教師役)授業のまとめとして評価・
コメントをする。
「授業前に考えたこと」自分でつくりだすことに
喜びを感じてもらえるような授業展開を心がけた。
友達の作品を鑑賞して発想を拡げたり、感性の高ま
りがあったりするのではないかと思った。
「授業後に見つけたこと」最初・、カレンダーとい
う定型的なものにとらわれていた児童役が多かった
が、しばらくすると、独自の発想を持って発展させ
るような姿が見られるようになり、その変化が興味
深かった。平面的な描画彩色だけではなく、立体的
に捉えて工夫して製作している児童役がいた。 予想
以上に多様な素材を上手に活用していた。
「授業後に感じたこと」見本を作って見せたため、
見本に忠実に作ってしまっている児童役があった。
たとえば三角柱の長辺を下にする見本であったの
で、縦にするという発想は出てこなかった。 どのよ
うな言葉かけをすると発想が拡がっていくかを考え
てみることが必要だと感じたOカレンダーの各月に
対する発想は同じ傾向のものが多かったが、表現の
方法は多様であった。 みんなが楽しんでくれて良か
sm
3.授業シミュレーションの事例に見られた傾向
全体としては、教師役の学生グループは楽しい
授業にしたいという気持ちをこめて計画をたてる傾
向が強いことがうかがえた。 それは、ややもすると
図画工作科の学習で何を目標とするのかについての
配慮や知識の不十分さにつながる結果を招きかねな
い。しかし、他教科で授業シミュレーションをする
場合に、これほど楽しさにこだわってのびのびと授
業立案をするだろうか。 他教科と比較して、図画工
作科と結びつく言葉として「勉強」が出現しにくい
といった、学生が抱えている教科イメージが反映さ
れているようであり6)、興味深い。 さらに、予想外
の発想にもとづく製作に出会う驚きの喜びを記述し
た例が多く見られ、実際の児童との出会いに思いを
馳せる記述も見られた。
またもう一つの大きな特徴として、グループ活動
にもとづく協力やコミュニケーションを歓迎し期待
する記述が多く見られたことである。 それは、児童
に、みな仲良く協力していこうねと語りかける紋切
り型の協調性の指導を思いうかべてのことであるに
すぎないのかもしれない。 しかし、実は、学生たち
自身の中にある、深いコミュニケーションへの強い
願望の反映なのではなかろうか。 携帯電話やインタ
ーネットを駆使してコミュニケーションを絶やすこ
とのない彼らだが、実は、そうしたメディアを介し
た友人関係では得られないコミュニケーションのあ
り方を無意識のうちに模索しているのではないか。
メディアのコミュニケーションツールを駆使して人
間関係を巧みに築き上げていながらも、より深いコ
ミュニケーションへの願望を抱えている、現在の学
生たちの傾向を垣間見せられているように筆者には
感じられた。加速化する児童たちのコミュニケーシ
ョンの希薄化の問題への解決の糸口となる題材発想
が今後、より重要になると思われる。
1学期の全授業終了後、無記名で本授業について
自由な記述を求めたことは前述したが、その中に、
「今回の授業のように、教師役グループが、全員教
師役をするのではなく、立案だけはグループで行
い、教師役は1人の方が授業を展開しやすくなる
のではないか」という記述があった。
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マイクロティーチングの古典である、D,アレン
とK.ライアン7)では、「-(マイクロレッスンの
利点は)訓練生がグループで活動することを学ぶと
いうことである。 同じ問題に多くの人が取り組む喜
びを彼らは味わっているようである0 ほとんどの人
は同僚が教えるのを見る機会を楽しんでいる。 自分
一人だけが難問に苦しんでいるのではないことに気
づく人が多い0みんなが計画立案に加わり、普通は
めいめいの教え方の道すじを頭に描いているので、
ほかの人がどのようにそのレッスンを教えるかとい
うことには非常に興味をもっている。」としている。
学生全員が児童役をしたり、教師役を体験したり
できる方が良いと筆者は考えている。 元々は受講者
の全員が教師役を体験できるようにと、ティームテ
ィ-チングにしたのだったが、机聞巡視が多人数と
なるので、一人で教師役を実施する場合よりも、思
いがけないおもしろい表現を発見しやすいという利
点、また、指示に迷った時、グループで相談し、問
題解決に取り組んでいる姿が見られたことは、ティ
ームティーチング型式の授業シミュレーションのメ
リットを示すものだった。
本論文で報告した図画工作科の授業シミュレーシ
ョン事例をふまえ、ワークシートのフォーマットの
改善、および、シミュレーション前後の教育の改善
を進め、新た~な授業シミュレーションを主軸とした
教育実践を展開していきたい。
註・引用文献
1)近藤勲、「マイクロティーチング」、日本教育工
学会(編)、『教育工学事典』、実教出版、2000、
pp.476-479.
2)山川信晃、「授業シミュレーション」、奥田真丈・
河野重男(監)、『現代学校教育大事典』、第4巻、
ぎょうせい、1993、pp.7ト72.
3)本多正直、「美術教育の講義に. おける模擬授業
の実践」、共愛学園前橋国際大学論集、第5巻、
2005、pp.9-20・
4)高木厚子、福本謹一、「図画工作科における豊か
な学びを誘発する題材名に関する一考察」、大学美
術教育学会誌、第37号、2005、pp. 23ト238.
5)高木厚子、「美術(図画工作)科の「教科性」の
構造一構造の原型と教科存立の正当化概念」、大学
美術教育学会誌、第21号、1989、pp. 主8.
6)高木厚子、「学校教科のイメージ構造」、兵庫教育
大学研究紀要、第10巻、1990、pp. 225-234.
7)アレン,D. 、ライアン. 冗.、(釈)笹本正樹、
河合治男、『マイクロティーチング』、協同出
版、1975、p.65、(Allen,D.andRyan,K.
,
Microteaching,Addison-wesleyPublishing,
1969
-24-
